
少子化に関する県民意識調査結果の概要

令和７年１月
高知県子ども・福祉政策部子育て支援課

○調査の概要
１ 調 査 名 称：出会いから結婚・子育てまで切れ目のない支援のための県民意識調査
２ 調 査 目 的：県民の皆様の考えを聞き、出会いから結婚、子育てまで切れ目のない支援を推進していくうえでの基礎資料とする
３ 調査対象者：18歳以上39歳までの県民4,000人（各市町村の選挙人名簿より抽出） 　 
４ 調 査 項 目：(1) 「結婚」「妊娠・出産」「子育て」等の環境について
　 　　　　　  　   　(2) 「結婚」「妊娠・出産」「子育て」への支援の取組について 
　 　　　　　  　　 　(3) 出会い・結婚について　　　 
　 　　　　　  　　 　(4) 子育てについて 
　 　　　　　  　　 　(5) 女性の活躍とワークライフバランスについて 
５ 調査の方法：郵送法　　 
６ 調 査 期 間：令和６年８月28日～９月11日までの15日間 
７ 有効回収数：1,514人（有効回収率37.9％） ※郵送回答 1,110人、Web回答 404人
　 　　　　　       〈性   別〉 男  性　633人（41.8％）

　　　　　　 女  性　870人（57.5％）
             その他    10人 （0.7%）
             無回答     1人 （0.1%）
〈年代別〉 18歳～24歳　499人（33.0％）
             25歳～29歳　329人（21.7％）
             30歳～34歳　376人（24.8％）
             35歳～39歳　308人（20.3％）
             無回答             2人   (0.1％）

〈子どもの有無〉 子どもあり  419人（27.7％）
                   子どもなし  711人（47.0％）
                   無回答 　　384人（25.4%）

〈結婚の状況〉  既婚　　　  476人（31.4%）
                   未婚　   1,001人（66.1%）
                   その他 　   　31人  （2.0％）
                   無回答    　　 6人  （0.4%）
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5.7%

ややそう思う
19.6%

どちらともいえない
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あまりそう思わない
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15.5%
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そう思う
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そう思わない
16.4%

無回答0.8%

◆回答者平均における「そう思う」「ややそう思う」の割合は、23.3％。
　（子どもがいない人：23.4％)　(子どもがいる人：26.7％）

人材ニーズの集約（１）高知県が
　　　「『安心して「結婚」できるような社会』になっている」か

仕組
み

調査結果の概要　①結婚・子育ての安心感

◆回答者平均における「そう思う」「ややそう思う」の割合は、33.9％。

（２）『安心して「妊娠・出産」できるような社会』になっている」か

（%）

（結婚している人：42.8％)　(未婚者:30.3％）
（子どもがいる人：39.1％)　(子どもがいない人35.0％）
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（３）『安心して「子育て」できるような社会』になっている」か

　（２）妊娠・出産 そう思う ややそう思う どちらとも
言えない

あまり
そう思わない そう思わない 無回答

子どもがいない人
（N=711) 6.0 17.4 31.6 29.1 15.3 0.4

子どもがいる人
（N=419) 5.5 21.2 23.4 29.8 19.6 0.5

【参考】
子どもがいる人 そう思う ややそう思う どちらとも

言えない
あまり

そう思わない そう思わない 無回答

子ども１人
（N=167） 5.4 18.6 26.3 28.1 20.4 1.2
子ども２人

（N=167） 4.8 19.8 20.4 34.1 21.0 0.0
子ども３人以上

（N=85） 7.1 29.4 23.5 24.7 15.3 0.0

（３）子育て　 そう思う ややそう思う どちらとも
言えない

あまり
そう思わない そう思わない 無回答

子どもがいない人
（N=711) 5.8 19.1 32.9 26.6 15.2 0.4

子どもがいる人
（N=419) 5.7 23.6 27.2 26.3 16.7 0.5

【参考】
子どもがいる人 そう思う ややそう思う どちらとも

言えない
あまり

そう思わない そう思わない 無回答

子ども１人
（N=167） 7.8 21.6 25.1 24.6 19.8 1.2
子ども２人

（N=167） 3.0 24.0 27.5 27.5 18.0 0.0
子ども３人以上

（N=85） 7.1 27.1 30.6 27.1 8.2 0.0

◆回答者平均における「そう思う」「ややそう思う」の割合は、25.3％。
　（子どもがいない人：24.9％）（子どもがいる人：29.3％）

　（１）結婚 そう思う ややそう思う どちらとも
言えない

あまり
そう思わない そう思わない 無回答

結婚している人
（N=476) 13.4 29.4 27.5 18.3 10.7 0.6

未婚者
（N=1,001) 6.8 23.5 33.4 23.1 12.7 0.6

　 そう思う ややそう思う どちらとも
言えない

あまり
そう思わない そう思わない 無回答

子どもがいない人
（N=711) 8.6 26.4 31.9 21.1 11.5 0.4

子どもがいる人
（N=419) 11.9 27.2 28.4 19.6 12.2 0.7

そう思う
8.7%

ややそう思う
25.2%

どちらともいえない
31.6%

あまりそう思わない
21.5%

そう思わない
12.2%

無回答0.7%

（R6：N=1,514）

（R6：N=1,514）

（R6：N=1,514）
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R5

R6

人材ニーズの集約（４）高知県が
　　　「『安心して「結婚」「妊娠・出産」「子育て」できるような社会』になっている」か

仕組
み

調査結果の概要　①結婚・子育ての安心感

◆回答者平均における「そう思う」「ややそう思う」の割合は、23.8％（対前年0.9％増）

（５）『安心して「結婚」「妊娠・出産」「子育て」できるような社会』の実現の
　　　　ために注力すべき施策

（%）

◆子どもがいる人は、「そう思う」「ややそう思う」の割合が子どもがいない人よりも大きく
（子どもがいる人:26.0％　子どもがいない人:24.5％）子どもの数が多い人ほど割合が大きい。
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（R6：N=1,514）
（R5：N=1,552）
（R2：N=1,386）

1 若者・子育て世代の所得向上 72.2%

2 子どもの預かりや保育サービス等
の子育て支援策の充実

39.1%

3 ワークライフバランスの推進 32.6%

4 魅力的な働く場があること 32.2%

5 経済的に厳しい環境にある家庭への支援 29.8%

〇【参考】子どもがいない人(R6　Ｎ＝711　）

※「子どもがいる人」(Ｎ＝419）は、
　１～４位まで、子どもがいない人と共通の順位。
　5位は、「妊娠・出産・子どもの健康のための相談支援体制の充実」

  調査年度 そう思う ややそう思う どちらとも
言えない

あまり
そう思わない そう思わない 無回答

子どもがいない人
(R6：N=711) 
(R5：N=724) 
(R2：N=812)

R6 6.0 18.4 36.6 27.1 11.7 0.1
R5 4.6 19.8 34.0 25.7 15.6 0.4
R2 4.3 19.6 43.6 21.4 10.8 0.2

子どもがいる人
(R6: N=419) 
(R5: N=417) 
(R2: N=406)

R6 4.1 21.7 29.4 28.4 15.8 0.7
R5 4.6 21.6 33.3 25.7 14.9 0.0
R2 9.6 33.0 27.3 19.0 10.8 0.2

【参考】
子どもがいる人 調査年度 そう思う ややそう思う どちらとも

言えない
あまり

そう思わない そう思わない 無回答

子ども１人
(R6：N=167)
(R5：N=158)
(R2：N=152)

R6 5.4 19.2 28.7 28.7 16.8 1.2
R5 3.2 20.9 41.1 20.3 14.6 0.0
R2 10.5 33.6 26.3 17.8 11.8 0.0

子ども２人
（R6：N=167）
(R5：N=175)
(R2：N=177)

R6 1.8 24.0 25.1 31.7 16.8 0.6
R5 4.6 22.3 28.0 27.4 17.7 0.0
R2 9.0 31.1 28.8 19.8 11.3 0.0

子ども３人以上
(R6：N=85)
(R5：N=84)
(R2：N=77)

R6 5.9 22.4 38.8 21.2 11.8 0.0
R5 7.1 21.4 29.8 32.1 9.5 0.0
R2 9.1 36.4 26.0 19.5 7.8 1.3

1.0%

18.5%

18.8%

50.3%

55.8%

26.6%

56.0%

1.4%

7.9%

7.1%

14.5%

21.3%

26.8%

24.2%

33.5%

34.6%

45.3%

74.0%

1.2%

10.0%

10.1%

14.7%

19.0%
25.6%

26.1%
31.9%

33.1%
42.7%

73.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

無回答

発達に課題がある子どもへの支援体制の充実

地域における男女の固定的性別役割分担意識の解消

出会い・結婚の機会づくりの支援

子どもの教育環境の充実

経済的に厳しい環境にある家庭への支援

妊娠・出産・子育てのための相談支援体制の充実

魅力的な働く場所があること

ワークライフバランスの推進

子どもの預かりや保育サービス等の子育て支援策の充実

若者・子育て世代の所得向上

R6割合 R5割合 R2割合



そう思う1.8%

ややそう思う
8.2%

どちらともいえない
44.5%

あまりそう思わない
27.2%

そう思わない
17.3%

無回答1.0%

そう思う 2.4%

ややそう思う
12.2%

どちらともいえない
41.7%

あまりそう思わない
28.2%

そう思わない
15.1%

無回答0.5%

◆回答者平均における「そう思う」「ややそう思う」の割合は、10.0％。
　 (子どもがいない人：10.3％)　　(子どもがいる人：12.2％）
   (18-24歳：14.4％)　       　 (25-29歳： 7.0%)
   (30-34歳：  8.8%)           (35-39歳： 7.8%)

人材ニーズの集約

（１）高知県が、「『こどもまんなか社会の実現』に向かっている」か

調査結果の概要　②こどもまんなか社会の実現について

◆回答者平均における「そう思う」「ややそう思う」の割合は、14.6％。
　　(子どもがいない人：15.7％）（子どもがいる人：14.3％)
　　(18-24歳：21.2％)　       　(25-29歳：13.1%)
　　(30-34歳：11.4%)　       　(35-39歳：  9.4%)

（２）「こども政策が、こども・若者の意見を反映させたものになっている」か

（%）
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　（１）こどもまんなか
　　　　　社会の実現 そう思う ややそう思う どちらとも

言えない
あまり

そう思わない そう思わない 無回答

子どもがいない人
（N=711) 2.8 12.9 42.2 28.8 13.1 0.1

子どもがいる人
（N=419) 2.6 11.7 36.3 32.7 16.2 0.5

【参考】
子どもがいる人 そう思う ややそう思う どちらとも

言えない
あまり

そう思わない そう思わない 無回答

子ども１人
（N=167） 1.8 11.4 35.9 32.9 16.8 1.2
子ども２人

（N=167） 1.2 10.8 34.1 35.9 18.0 0.0
子ども３人以上

（N=85） 7.1 14.1 41.2 25.9 11.8 0.0

（２）こども政策　 そう思う ややそう思う どちらとも
言えない

あまり
そう思わない そう思わない 無回答

子どもがいない人
（N=711) 2.3 8.0 47.3 26.7 15.0 0.7

子どもがいる人
（N=419) 2.4 9.8 36.8 29.6 20.8 0.7

【参考】
子どもがいる人 そう思う ややそう思う どちらとも

言えない
あまり

そう思わない そう思わない 無回答

子ども１人
（N=167） 1.8 7.2 41.3 28.7 19.8 1.2
子ども２人

（N=167） 1.2 10.2 34.7 31.7 22.2 0.0
子ども３人以上

（N=85） 5.9 14.1 31.8 27.1 20.0 1.2

（R6：N=1,514）

（R6：N=1,514）

【参考】
年齢階層別 そう思う ややそう思う どちらとも

言えない
あまり

そう思わない そう思わない 無回答

18-24歳 3.6 17.6 39.9 27.7 10.8 0.4
25-29歳 1.2 11.9 44.1 27.1 15.8 0.0
30-34歳 1.6 9.8 40.2 29.8 18.1 0.5
35-39歳 2.6 6.8 43.8 28.2 17.5 1.0

【参考】
年齢階層別 そう思う ややそう思う どちらとも

言えない
あまり

そう思わない そう思わない 無回答

18-24歳 2.8 11.6 46.5 26.3 11.8 1.0
25-29歳 0.9 6.1 47.1 28.0 17.9 0.0
30-34歳 1.1 7.7 41.0 28.5 19.9 1.9
35-39歳 2.3 5.5 42.5 26.3 22.4 1.0



人材ニーズの集約

仕組
み

調査結果の概要　③各施策の認知度

①　「こうち出会いサポートセンター」

（１）出会い・結婚支援の取組
②マッチングシステム ③出会いイベント ④婚活サポーター

（２）子育て支援の取組

◆子育て支援の取組について「知っている・関心がある」と回答している割合が高い。
　

③地域子育て支援センター ④ファミリー･サポート･センター
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認知度 31.6% 【R5:35.1%】
　　　　　　※応援サイト 認知度 20.0% 【R5:22.7%】認知度 30.0% 【R5:31.3%】認知度 30.8% 【R5:31.8%】

認知度 22.9%【R5:22.4%】 認知度 32.4％【R5:26.2%】 認知度 30.1％【R5:31.1%】認知度 35.1％【R5:37.1%】認知度 46.8%【R5:55.4%】

②こうち子育て応援の店

活用したことがある 1.0%

知っている・関心がある 

7.0%

知っている・

関心がない

23.6%

知らない・

関心がある 9.6%

知らない・

関心がない 

57.7%

無回答 1.2% 活用したことがある 1.2%

知っている・関心がある

7.4%

知っている・

関心がない

22.3%

知らない・

関心がある 8.5%

知らない・

関心がない

59.4%

無回答 1.3% 活用したことがある 2.6%

知っている・関心がある 

6.8%

知っている・

関心がない

20.5%

知らない・

関心がある 9.1%

知らない・

関心がない

 59.4%

無回答 1.5%

活用したことがある

4.7%

知っている・

関心がある 9.4%

知っている・

関心がない 8.7%

知らない・

関心がある

23.8%

知らない・

関心がない

 51.5%

  無回答 1.8%

活用したことがある 0.5%

知っている・

関心がある

4.2%

知っている

・関心がない

15.3%

知らない・

関心がある 10.4%
知らない・

関心がない 

67.8%

無回答 1.7%

活用したことがある

15.1%

知っている・

関心がある

18.4%

知っている・

関心がない

13.3%

知らない・

関心がある

 16.3%

知らない・

関心がない 

35.4.%

無回答  1.5％

⑤産後ケア事業①子育て支援ポータルサイト
　「こうちプレマnet」

活用したことがある 

8.7%

知っている・

関心がある

13.8%

知っている・

関心がない

9.9%知らない・

関心がある

 22.6%

知らない・

関心がない 

43.6%

無回答 1.5%
活用したことがある　

4.1%

知っている・
関心がある
15.7%

知っている・
関心がない
10.2%

知らない・
関心がある
23.8%

知らない・
関心がない
44.6%

無回答1.6%
活用したことがある 

1.5%

知っている・

関心がある

20.7%

知っている・

関心がない

12.9%
知らない・

関心がある

19.6%

知らない・

関心がない

43.6%

無回答 1.7



3.7%
7.9%
8.3%

10.6%
12.7%

16.1%
24.3%

46.2%

44.6%
59.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

その他
婚活サポーターによる出会いの場

(R6)支援は必要ない
コミュニケーション力等のセミナーの開催

マッチングシステム
出会いや結婚に関する相談窓口

出会いを目的としたイベントの充実
(R6)出産・子育て・教育に関する情報提供(費用等の情報含む)
(R5)妊娠・出産の医学的な情報を含むライフプランに関する啓発

出会いを直接の目的としない多職種での交流の機会の充実
結婚生活を始める際の金銭的な支援

R6 R55.6%
6.1%
6.6%
6.7%

13.8%
15.0%
15.7%

25.0%
29.7%

56.3%
59.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

その他
民間の結婚相談所を利用して

県や市町村の結婚支援事業で
お見合いで（親・親戚、上司の紹介を含む）

合コンやパーティで
ネット（SNS、オンラインゲーム、ウェブサイト）で

マッチングアプリや民間の婚活サイトで
幼なじみ、隣人関係で

学校・職場以外のサークルやクラブ活動、習い事で
学校や職場、仕事の関係で

友人や知人、同僚等の紹介で

6.4%
1.8%

3.3%
4.7%

13.0%
14.8%

18.8%
20.4%
21.5%

23.0%
24.5%

26.1%
32.2%

37.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

その他
親や周囲が結婚に同意しない（だろう）

相手の収入が安定していない
結婚生活のための住宅のめどが立たない

結婚をするつもりはない
異性とうまくつきあえない

結婚を選択するにはまだ若すぎる
結婚を選択する必要性をまだ感じない
将来についての漠然とした不安がある

今は、仕事（または学業）に打ち込みたい
独身の自由さや気楽さを失いたくない

今は、趣味や娯楽を楽しみたい
自分の収入が安定していない

適当な相手にまだめぐり会わない
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人材ニーズの集約
（１）未婚者が結婚を選択しない理由

調査結果の概要　④出会い・結婚について

（２）結婚に向けた出会いを求めるためにとる行動

5

（３）出会いや結婚に関して必要だと思う行政支援

＜参考＞  出会いを求めるための行動（年齢層別）１位及び２位

◆「友人や知人、同僚等の紹介で」「学校や職場、仕事の関係で」といった、身近な
関係の中でバックグラウンドに一定の信頼感を得られるような相手を求めている。

◆いずれの年代でも「適当な相手にまだめぐり会わない」という理由が大きいものの、収入に対する不安も影響している。
◆30歳以上では結婚意欲のない人が２割を超えている。若年層ほど結婚意欲はあるものの、自分の時間に重きを置き、すぐに結婚する必要性は実感できていない。

２
位

友人や知人、同僚等の紹介で

18-24歳 61.5％

学校や職場、仕事の関係で

25-29歳 48.9％

30-34歳 50.3％

35-39歳 55.8％

　
適当な相手に
めぐり会わない

収入が安定
していない

独身の自由さや
気楽さを

失いたくない

将来についての
漠然とした不安

仕事（学業）
に打ち込みたい

結婚を選択する
必要性を

まだ感じない

結婚する
つもりはない

18-24歳 32.6% 28.7% 15.6% 15.6% 35.6% 22.5% 8.1%
25-29歳 38.3% 37.4% 27.7% 27.7% 14.5% 23.0% 13.2%
30-34歳 45.6% 29.0% 36.1% 26.0% 8.9% 15.4% 21.3%
35-39歳 41.7% 40.9% 38.3% 27.0% 8.7% 13.9% 20.0%

◆年代別の内訳

(N=1,514)

(N=1,001)

（Ｒ6:N=1,514）
（Ｒ5:N=1,552）

１
位

学校や職場、仕事の関係で

18-24歳 65.9％

友人や知人、同僚等の紹介で

25-29歳 56.5％

30-34歳 58.2％

35-39歳 61.0％



5.9%

11.1%

12.9%

20.1%

26.9%

36.9%

45.7%

50.7%

52.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

その他

子連れで外出しやすい施設やサービス

親等からの支援を得られる（近居や同居による）

家事や育児に配偶者らの協力や理解を得られる

子どもを預けられるサポート体制（病児保育・一時預かり等）

経済的支援の充実（妊娠・出産）

仕事と家庭の両立に対する職場の理解や環境

経済的支援の充実（子どもの医療費や保育料等）

経済的支援の充実（子どもの進学における奨学金や教育費等）78.3%
45.7%

36.7%
33.9%

17.9%
11.8%
11.1%

5.4%
4.3%
4.1%
2.9%
5.9%

0.0% 50.0% 100.0%

子育てや教育にお金がかかりすぎる
仕事と家庭の両立が難しい

将来の社会に漠然とした不安がある
育児の心理的、肉体的負担に不安がある

年齢的にこれ以上子どもを持つことは難しいと感じる
自分の時間がさらに少なくなる

子育て支援サービスが不足している
現在の家族との生活を大切にしたい

望んでいるけれども授からない
配偶者（パートナー）や家族から家事・育児の協力が得られない

家が狭いから
その他

4

調査結果の概要　⑤子育てについて
（１）持ちたい子どもの人数（理想と現実）
◆回答者平均では、理想的な子どもの人数は2.03人、現実に持ちたい子どもの人数は1.71人。

◆理想と現実ともに、持ちたい子どもの人数は「2人」の回答が最多。一方で、子どもの人数は「０人」が理想と答えた人は昨年より3.5％増、現実でも1.9％増と、
　子どもが欲しい人とそうでない人との間に差が広がっている。

◆子どもがいる人の回答者平均では、理想の子どもの人数は2.57人、現実に持ちたい子どもの人数は2.33人（子どもがいない人：理想1.81人　現実1.46人）。

◆既婚者の回答者平均では、理想の子どもの人数は2.46人、現実に持ちたい子どもの人数は2.18人

◆２人の子どもがいる人については、理想の子どもの人数は2.62人、現実は2.35人と、３人目への意欲も高い。

6

構成比 0人 1人 2人 3人 4人 その他

理想
（R6) 10.8 8.5 51.2 26.2 2.9 0.5

理想
（R5) 7.3 5.7 54.9 29.6 1.9 0.6

現実
（R6） 15.7 17.2 49.9 15.4 1.3 0.4

現実
（R5） 13.8 15.6 52.4 16.4 1.4 0.4

（２）理想的な人数の子どもを持たない理由

（人） （人）

◆共働き世帯が９割近くを占めており（「結婚している」と回答した476人中419人）、経済的な理由のほかにも仕事と家庭の両立や、社会や育児に対する不安感等がハードルになっている。

平均 R6 R5 R4 R2 R元 H30 H29

理想 2.03 2.15 2.20 2.25 2.21 2.28 2.33

現実 1.71 1.77 1.85 1.92 1.89 2.00 2.03

差 0.32 0.38 0.35 0.33 0.32 0.28 0.30

0人 1人 2人 3人 4人 ５人
以上 無回答

理想 1.81 2.25 2.62 3.00 3.73 3.30 1.85

現実 1.46 1.83 2.35 3.03 4.20 5.50 1.49

差 0.35 0.42 0.27 △0.03 △0.47 △2.20 0.36

【子どものいる人（N=419）】
現在の子どもの人数に対する理想と
現実に持ちたい子どもの人数回答者平均における理想と現実に持ちたい子どもの人数

理想と現実に持ちたい子どもの人数の構成比 （％）

(N=442)

（３）理想的な人数の子どもを持てる環境

(N=442)

（R6：N=1,514）（R5：N=1,552） （R6：N=1,514）（R5：N=1,552）



8.8%
6.7%
7.6%

19.6%
20.8%

22.4%
23.4%

29.4%
31.0%
31.0%

42.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

その他
産前の妊婦教室や両親学級

結婚や子育てのライフプランニングに関する学習機会
父親の家事・育児参画を促進する講座

子育て支援情報の発信強化
一時的な預かりや送迎を地域の方が援助するファミリー・サポート・センター事業

助産師等による産後の母子に対しての心身のケアや育児サポート等を実施する産後ケア事業
不妊治療に関する経済的支援

子育て支援センターの土日開所
子育ての仲間づくりや産後のリフレッシュになる産前・産後サポート事業

子育ての負担を軽減する家事支援

そう思う, 8.3%

ややそう思う, 
25.1%

どちらとも言えない, 
41.9%

あまりそう思わない, 
16.8%

そう思わない, 
6.9%

無回答, 1.1%

4

仕組
み

IoT
化

調査結果の概要　⑥子育て支援について
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（１）充実してほしい取組（妊娠～乳幼児期）（子育て中の方）

（２）保育所・幼稚園等にさらに力を入れてもらいたいこと

◆「子育ての負担を軽減する家事支援」が最も望まれており、特に社会人としてキャリアを積む25歳～3９歳の層で割合が高く、
　仕事と家庭の両立を支援する取組が望まれている。

◆子育ての仲間づくりや産後のリフレッシュになる産前・産後サポート事業も、幅広い年齢層から高いニーズがある。
18-24歳 子育て負担を軽減する家事支援、

産前・産後サポート事業
44.4％
(同率)

25-29歳

子育て負担を軽減する家事支援

46.8％

30-34歳 38.2％

35ｰ39歳 45.6％

保育所・幼稚園等の施設が充実していると思うか
(N=1,514)

(N=419)

(N=1,514)

◆保育士等の給料の増加や子育ての経済的負担を軽減する施策が子育て世代から望まれていることに加え、
　子どもの年齢に応じた安全で質の高い教育・保育が３番目に多い結果となった。保育士の数の増加とあわせ、
　保育現場の充実が望まれている。
◆保護者の都合による一時預かりや、子どもが病気や体調不良でも預けられるような体制整備も望まれている。

【年齢層別の１位】

【年齢層別の２位】

18-24歳
産後ケア事業、

ファミリー・サポート・センター事業、
父親の家事・育児参画を促進す

る講座

33.3％
(同率)

25-29歳 産前・産後サポート事業 33.9％

30-34歳 子育て支援センターの土日開所 36.0％

35ｰ39歳 不妊治療に関する経済的支援 34.9％

3.6%
5.0%

11.4%
14.3%

21.1%
24.6%

27.7%
30.1%

36.5%
47.4%
48.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

その他
園に通っていない子どもも気軽に遊びに行けること

子どもの病気や障害に関係なく受け入れること
子育てに不安や悩みを抱える保護者の相談に乗ること

早朝や夜間にも子どもを預かること
子どもが病気や体調不良でも預かること

一時的に子どもを預けられること（保護者の用事等）
保育士の数の増加

子どもの年齢に応じた安全で質の高い教育・保育
保育料の軽減・無償化

保育士等の給料の増加



80.1%

53.2%

38.9%

29.9%

22.9%

22.5%

14.7%

2.6%

0% 20% 40% 60% 80%

職場に仕事と家庭を両立しやすい雇用条件が整っている
女性の活躍と柔軟な働き方について、職場での理解・啓発が進んでいる

希望する職種に就ける機会を得られる
男女の区別なく、役員や管理職に登用される

職場にキャリアアップにつながる人材育成の仕組みが整っている
職場に固定的な性別役割分担の意識がないこと

リ・スキリングが可能である
その他

58.5%

52.6%

51.5%

33.1%

30.8%

24.1%

10.6%

8.2%

2.0%

2.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

育児（学校行事への参加等）を目的とした休暇制度
育児家事支援に係る福利厚生制度の充実

柔軟な勤務時間の調整（短時間勤務、時差出勤等）
育児休業中の人の業務をサポートする職員への手当て

時間単位の年次有給休暇
育児休業取得後の復職に向けたサポート

管理職や社員を対象とした仕事と育児の両立への理解を促す研修の開催
不妊治療を目的とした休暇制度

社員を対象とした育児を学ぶ勉強会（企業版両親学級）の開催
その他

4

仕組
み

IoT
化

調査結果の概要　⑦ワークライフバランスについて
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（１）女性が職場で活躍していくために必要なこと
◆子どもの有無や結婚の有無にかかわらず、
　「仕事と家庭を両立しやすい雇用条件」を挙げる女性が圧倒的多数を占めている。
◆「職場での理解・啓発」も過半数を超える女性が望んでおり、男性の回答でも上位３位までに
　ランクインしている。

（２）働きながら子育てしやすい職場環境づくりに必要な支援
◆「育児を目的とした休暇制度」についてのニーズが最も多く、「育児家事支援に係る福利
　厚生制度の充実」と「柔軟な勤務時間の調整」も過半数を超えている。

１位 職場に仕事と家庭を両立しやすい雇用条件が整っている 70.8%

２位 希望する職種に就ける機会を得られる 45.7%

３位 女性の活躍と柔軟な働き方について、職場での理解・啓発が進んでいること 42.0%

男 性からの回答結果（N＝633）
１位 育児を目的とした休暇制度 57.4%

２位 柔軟な勤務時間の調整 55.1%

３位 育児家事支援に係る福利厚生制度 50.5%

男 性
１位 育児を目的とした休暇制度 60.0%

２位 育児家事支援に係る福利厚生制度 56.1%

３位 柔軟な勤務時間の調整 46.9%

（３）１日あたりの家事・育児時間（子育て中）

（４）男性の育児休業取得率向上のために　必要な職場支援

全
体

１位 上司・管理職等から積極的な取得を促す声
かけ 33.3%

２位 助成金等の支援制度の拡充 22.3％

３位 職場復帰した際の職種やキャリアの充実 21.7%
(N=1,514)

男
性

１位 上司・管理職等から積極的な取得を促す声
かけ 34.6%

２位 助成金等の支援制度の拡充 22.9%

３位 職場復帰した際の職種やキャリアの充実 19.9%

女
性

１位 上司・管理職等から積極的な取得を促す
声かけ 32.5%

２位 職場復帰した際の職種やキャリアの充実 23.0%

３位 助成金等の支援制度の拡充 22.0%

女 性

◆平日に女性の56.4%は６時間以上の家事をしている（男性では9.9％） ◆休日に女性の71.1%は８時間以上家事をしている（男性は38.9％）(女性　N=287)
（男性　N=131）

(女性　N=287)
（男性　N=131）

(女性からの回答結果　
N=870)

(N=1,514)

平日 休日


